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子
狸
ポ
ン
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巻

連
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絵
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ち
ょ
う
ど
い
い
数

カイ
ツブリ通信
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ハシビロガモ
I nform ation 2017年1～2月

『たどり着く頃には
月の言葉もわかるようになっていた』

最
終
話

＊＊
新
し
い
年
が
明
け
る
と
、
大
騒
ぎ
し
た
犬
の

飼
い
主
達
は
、狸
の
事
も
忘
れ
た
よ
う
で
す
。

井
の
頭
池
で
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
の
ツ
ブ
助
が

カ
ッ
プ
ル
で
せ
っ
せ
と
巣
作
り
を
し
て
い
ま

す
。
カ
ワ
セ
ミ
の
ミ
ド
リ
は
幼
鳥
に
小
魚
の

取
り
方
を
教
え
て
い
ま
す
。
ポ
ン
太
も
こ
の

池
で
、
弁
天
様
に
守
ら
れ
な
が
ら
母
親
と

頑
張
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

絵 

せ
の
う
さ
ち
こ
　
文 

瀬
能
け
い
子

せのうさちこ 1975年 盛岡市で生まれる。小6で三鷹へ転校。
 アニメ動画から絵本に進む。三鷹市在住。
 瀬能けい子さんは母親。

http://tnt-lab.eco.coocan.jp

カイツブリは、得意の

潜水で小魚やエビを捕
ま

える、小さな水鳥です
。

池や川にカップルで縄
張

りを作って暮らし、子
育

てをします。

　

井
の
頭
池
が
気
に
入
っ
た
ら
し
い
ハ
ジ
ロ
カ

イ
ツ
ブ
リ
は
、
そ
の
後
も
滞
在
を
続
け
て
い
ま

し
た
が
、
見
か
け
る
場
所
が
ボ
ー
ト
池
の
開
け

た
エ
リ
ア
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
た
ち
の
縄
張
り
の
中
間
地

帯
な
の
で
、
あ
ま
り
追
い
立
て
ら
れ
ず
に
済
ん

だ
よ
う
で
す
。
夜
も
、
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
に
混

じ
っ
て
ボ
ー
ト
池
に
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
そ

の
ハ
ジ
ロ
カ
イ
ツ
ブ
リ
が
11
月
25
日
を
最
後
に

姿
を
消
し
ま
し
た
。
そ
の
前
日
の
、
54
年
ぶ
り

と
い
う
11
月
の
降
雪
が
気
持
ち
を
変
え
さ
せ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

12
月
10
日
現
在
、
池
に
い
る
カ
イ
ツ
ブ
リ
は

３
カ
ッ
プ
ル
。
い
ず
れ
も
仲
が
良
さ
そ
う
で
、

鳴
き
交
わ
し
た
り
、
木
の
枝
に
巣
材
を
積
み
上

げ
る
共
同
作
業
を
し
た
り
し
て
、
絆
を
確
か
め

合
っ
て
い
ま
す
。
縄
張
り
意
識
が
強
い
の
で
、

他
の
カ
ッ
プ
ル
と
は
争
う
し
、
冬
越
し
だ
け
が

目
的
の
カ
イ
ツ
ブ
リ
や
ハ
ジ
ロ
カ
イ
ツ
ブ
リ
の

侵
入
も
許
し
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
、
お
茶
の

水
池
、
ボ
ー
ト
池
、

弁
天
池
に
１
組
ず
つ

な
ら
、
お
お
む
ね
平

和
で
す
。
た
ぶ
ん
３

組
が
井
の
頭
池
に

ち
ょ
う
ど
い
い
数
で

す
。

井の頭かんさつ会代表。毎月自然観察会を開催。
池の外来魚問題にも取り組む。

井の頭かんさつ会  田中 利秋

井の頭かんさつ会　田中 利秋

生き物たち井の 頭
公 園 の

（たなか としあき）

いない理由
　その名の通り、幅広で長いくちばしを持つカモです。カモ
類のくちばしの両側には餌を濾しとるための「櫛（くし）歯」
があります。ハシビロガモのそれはとても細かく、櫛という
よりブラシです。上の写真のように、くちばしの先を水面に
つけたまま泳ぎ回り、先端から取り入れた水を両側のブラシ
を通して出すことで、プランクトンなどの微小な餌を濾しとっ
て食べるのが得意技です。前の個体が水をかき混ぜるとプラ
ンクトンが水面に浮いてくるらしく、一列になって採食する
のが見られます。

　毎年来る冬鳥ですが、現在（12月）の井の頭池には１羽もい
ません。10月ごろは数羽来ていたのに、いなくなったのです。
理由としてまず考えなければならないのは、餌の量でしょう。
かいぼり29の結果、池の透明度が増しました。それはつまり、
水中のプランクトンが減ったということです。かいぼり25の
後にも水が澄みましたが、ハシビロガモは滞在しました。その
ときの彼らは、日中は水面に浮かんでいる餌をついばんでい
て、日が暮れると上記の濾過採食を始めるのでした。そこで、
昼と夜にプランクトンネットを引いてみたところ、夜のほうが
圧倒的に高密度のプランクトンがいることが分かりました。日
が暮れると、ゾウミジンコという小さなミジンコが大挙して水
面近くへ上がってきていたのです。2月のことでした。先日、
夜の同じ時間帯に同じ場所で同じ方法を使ってプランクトンを
調べてみました。採れたのは少数のケンミジンコだけでした。
今後ゾウミジンコが増えるのか、それが増えればハシビロガモ
が戻ってくるのか、注目しています。
　もっとも、私が見た限りでは、近隣の公園の池にもこの冬は
ハシビロガモが少ないようです。10月末の皇居のお濠には多
数いました。カモは飛べる
ので、より良い場所があれ
ばそちらに移動します。広
い範囲を調べて比較しない
と、ハシビロガモが井の頭
池にいない本当の理由は分
かりません。

メスとオス（右）

ブラシのような櫛歯

雪の日のハジロカイツブリ

井の頭かんさつ会

事前申し込みが必要です。 詳細や申し込み方法はHP http://www.kansatsukai.net/ に載せます。

井の頭自然文化園の動物たちと飼育員 

ネズミ と

小田原 澪（おだわら みお） 編集者・ライター。フィールドは多摩。三鷹市在住。

その12
あさ み じゅんいちあさ み じゅんいち
浅見準一さん

に載せます。詳しくはホームページをご覧ください。　http://www.i-np.jp/index.html

井の頭恩賜公園

●第141回 「冬の野鳥観察」　1月22日（日）　10：00～12：00

　資料館の一角にネズミのコーナーがリニューアル。森林に生息する野ネズミ
のアカネズミやヒメネズミ、実はネズミの仲間ではないハリネズミなどが、種
類ごとにガラス越しにのぞけるようになりました。
　日本最小のネズミ、カヤネズミ（写真）は稲わらを丸めて巣を作り、昼間
はその中で休みます。小屋は一見、稲がぼさぼさしているだけですが、「上か
らのぞくと、確かにいるんですよ」と飼育員の浅見準一さん。
　ネズミの寿命は 2～3 年。繁殖も浅見さんの重要な仕事の一つです。バッ
クヤードにはペアリング中のネズミのゲージや水槽がところ狭しと並び、とき
おりカサカサ、カラカラと、動いたり水を飲んだりする音が聞こえてきます。
今後展示予定のムササビの姿もありました。昨夏に生まれて早々に木から落
ち、保護された 1 頭です。浅見さんの肩にしがみつき、ぶーぶーと軽く鳴い
て甘えます。「けっこう爪が鋭いんですよ。腕が傷だらけです」と浅見さんは
苦笑い。
　昨年アジアゾウのはな子を看取るなど、浅見さんは長く都内各園で大型動
物の飼育を担当してきました。「大量のうんちを運んで膝を痛めるような重労
働はありませんけれど、ネズミは細かい作業が大変。何より逃がさないように、
ふたをしっかり閉めてます！」

詳しくはホームページをご覧ください。 http://www.tokyo-zoo.net/zoo/ino/index.html

前号でもお伝えした、はな子の銅像を作ろ
うという活動ですが、ついに原型が完成し
ました。作られたのは、美術作家の笛田亜
希さん。小さいころから井の頭自然文化園
に通い、はな子とともに成長してきました。
その笛田さんがはな子らしい銅像というこ
とで作ったのが、この原型です。今回は、その写真を公開します。
　原型は横幅50cm、縦27.5cm、重量6kg程度。材質は硬くなる粘土です。こ
の原型をもとに、富山県で原型師さんがさらにでっかいはな子の銅像の型を
作成しています
　笛田さんによれば、50代くらいのはな子をイメージして製作したということ
で、少し若々しい感じがしますね。
吉祥寺駅北口に、はな子の銅像を作ろうという募金活動、まだまだ目標の金額
には達してしません。ぜひお願いします。

井の頭自然文化園　教育普及係　大橋直哉

●彫刻館特設展 Art and the Zoo vol.3 「西浦裕太作品展・カレラトイクトコ」
　•期間：2017年2月14日（火）～5月14日（日）
　•時間：9:30～16:30（彫刻館の閉館時間）
　•場所：井の頭自然文化園 動物園（本園） 彫刻館B館

●冬の魅力をお伝えします～VisitほっとZoo　2017キャンペーン～
　•期間：2017年1月5日～ 2月28日
　•期間中のメインイベント
　　1．冬の動物園のみどころを「ほっとポイント」としてご案内！
　　2．駅と動物園・水族園でスタンプを集める
　　　  「電車でまわろう！ 動物園・水族園スタンプラリー」
　　3．冬の動物園・水族園のおいしさ満載！冬限定のメニューを販売。
　　ほかにも、各園でいろいろな「ほっとイベント」をご用意しています。

アジアゾウはな子の銅像、原型完成

●ツリーマジック（第二公園） 1月 21 日（土） 1月 22 日（日）
 2月 25 日（土） 2月 26 日（日）
●あおぞら実験室（井の頭池付近） 1月 15 日（日） 2月 5 日（日）
●グリーンバード（井の頭池付近） 1月 8 日（日） 1月 22 日（日）
 2月 12 日（日） 2月 26 日（日）

【ネイチャー☆プログラム】 次世代を担う子供たちや公園を訪れる人たちに、わかりやすく
楽しく「自然の仕組み」を学び遊んでもらうプログラムです。

写真：徳田東助氏

▼

戦前の井の頭池の茶屋

　2017年の井の頭恩賜公園開園100周年を記念して、井の頭公園の今昔を
伝える写真集を刊行する予定です。井の頭公園の古い写真をお持ちの方で、
写真集に掲載しても良い方はご一報願います。
　なお、お借りした写真は、スキャニング後、速やかにご返却いたします。また、
謝礼として、完成した写真集を謹呈いたします。

井の頭公園の
古い写真を集めています

ぶんしん出版 ☎0422-60-2211（担当：宮川）
〒181-0012 東京都三鷹市上連雀1-12-17お問い合わせ

募集

作品コンセプト（作者より）
動物は常に私にとって、見たことのない景色を見せてくれる窓
であり、訪れたことのない地や時間に想像を開いてくれる扉で
す。そして私のつくるものは、彼らが連れて行ってくれた風景
の断片であり、おしえてくれた物語の一場面でもあります。
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私
と
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が
え
れ
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井
の
頭
池

第31話井の頭恩賜公園の歩み

　都立井の頭恩賜公園が2017年5月に開園100周年を迎えます。『いのき
ちさん』は、もうすぐ100歳を迎える井の頭公園に、感謝の気持ちを込めて、
地域の市民と企業と団体の協力により発刊された100周年カウントダウン新
聞です。名称は井の頭公園の「いの」、隣接する吉祥寺の「きち」、井の頭
池が市内となる三鷹市の三「さん」を並べたものです。
（奇数月1日の隔月発行です）

『いのきちさん』を置いていただける所を募集しています。

http://www.inokichisan.com/
『いのきちさん』の感想やお問合せはメールでも受付けています。
　  inokichi@bun-shin.co.jp

『いのきちさん』のホームページができました！更新中！

スマートフォン対応

『いのきちさん』について

写真  古賀 親宗（こが もとのり）
1983年 福岡県柳川市生まれ。三鷹市在住のフォトグラファー。

自
然
観
察
が
で
き
る
井
の
頭
公
園
は
大
変
貴
重

　

井
の
頭
恩
賜
公
園
開
園
１
０
０
周
年
に
「
き
れ
い

な
池
を
復
活
さ
せ
た
い
」
と
い
う
多
く
の
人
た
ち
の

思
い
が
集
ま
り
、
平
成
25
年
度
と
平
成
27
年
度
に

「
か
い
ぼ
り
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

多
く
の
在
来
の
生
き
物
が
回
復
し
、
池
水
の
透
明

度
が
改
善
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
成
果
を
よ
り
良
い
未
来
に
つ
な
い
で
い
く

た
め
に
、
内
容
の
濃
い
素
敵
な
報
告
会
が
企
画
さ

れ
ま
し
た
。
水
草
や
魚
類
、
水
鳥
な
ど
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
結
果
や
活
動
の
報
告
は
も
ち
ろ
ん
、

井
の
頭
池
の
湧
水
復
活
に
向
け
た
研
究
に
つ
い
て

も
基
調
講
演
で
学
べ
ま
す
。
お
見
逃
し
な
く
！

日
時
：
平
成
29
年
１
月
28
日（
土
）  

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
場
：
三
鷹
市
公
会
堂　
光
の
ホ
ー
ル

定
員
：
3
5
0
名（
申
込
順
）

申
し
込
み
は
１
月
16
日
ま
で
。

http://inokashirapark100.com
/

の
フ
ォ
ー
ム
、

ま
た
は
電
話
・
F
A
X

0
4
2
2-

2
7-

5
6
3
4（
生
態
工
房
）

田
中
利
秋
（
三
鷹
市
在
住
）

１
０
０
周
年
の
年
明
け
に
、

充
実
の「
か
い
ぼ
り
報
告
会
」開
催
!!

▲ 

　
こ
こ
10
年
、井
の
頭
公
園
の
生
き
物
や
生
態
系
の
関
心
が
大
き
く
広
が
っ
た
。
そ
の
原
動
力
の

一
つ
が
2
0
0
5
年
か
ら
始
ま
っ
た「
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会
」の
活
動
で
あ
る
。
当
会
は
昨
年

12
月
で
1
4
0
回
に
な
る
市
民
向
け
の
観
察
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
06
年
か
ら
の
井
の
頭

池
の
エ
サ
や
り
自
粛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
ち
上
げ
、07
年
か
ら
の
井
の
頭
池
の
外
来
生
物
調
査

の
参
加
と
駆
除
活
動
、
08
年
の
井
の
頭
外
来
生
物
問
題
協
議
会
の
発
足
に
関
わ
り
、そ
し
て

13
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た「
か
い
ぼ
り
」の
参
加
な
ど
、10
年
に
亘
り
井
の
頭
公
園
の
自
然
環
境

を
伝
え
守
る
活
動
を
し
て
き
た
。
今
号
は
こ
の
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会
を
立
ち
上
げ
た
代
表
の

田
中
利
秋
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
。

幕
末
の
石
灯
籠
が
、

弁
天
様
の
遠
く
に
も
！

　

ま
ず
、
石
灯
籠
の
手
前
に
立
つ
看
板
に
記
さ
れ
た
三
鷹

市
教
育
委
員
会
の
説
明
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
井
の
頭

弁
財
天
へ
の
道
標
を
兼
ね
て
牟
礼
村
の
巳
待
講
が
建
て
た

常
夜
灯
で
あ
る
。
以
前
は
高
井
戸
か
ら
連
雀
へ
の
道
と
井

の
頭
道
の
分
岐
す
る
角
（
現
在
の
牟
礼
２
丁
目
交
差
点
付

近
）
に
あ
っ
た
」…

…

街
灯
の
な
い
昔
の
暗
い
道
に
ポ
ッ

と
灯
る
石
灯
籠
を
想
像
す
る
と
、
胸
が
躍
り
ま
す
。

　

神
明
神
社
の
宮
司
さ
ん
に
お
尋
ね
す
る
と
、「
現
在

リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
と
い
う
喫
茶
店
の
あ
る
辺
り
に
あ
っ
た
よ

う
で
す
よ
」
と
。
昭
和
44
（
１
９
６
９
）
年
に
境
内
に
移

さ
れ
た
の
は
、
地
元
の
方
々
の
意
向
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
は
木
々
に
囲
ま
れ
て
傾
斜
地
に
ひ
っ
そ
り
と
隠
れ
る

石
灯
籠
で
す
が
、
近
寄
っ
て
み
れ
ば
台
座
に
堂
々
と
彫
ら

れ
た
「
巳
待
講
」
の
文
字
が
目
を
引
き
ま
す
。
側
面
に
彫

ら
れ
た
幾
つ
も
の
名
前
は
薄
れ
て
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ

ま
せ
ん
が
、
繊
細
に
施
さ
れ
た
美
し
い
龍
や
狛
犬
の
彫
り

物
か
ら
、
巳
年
の
弁
財
天
の
ご
開
帳
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
人
々
の
信
仰
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
石
灯
籠
の
あ
る
辺
り
の
地
名
は
「
牟
礼
」
と
言
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
書
物
に
は
、「
無
礼
」
や
「
牟
禮
」
と

い
う
表
記
も
見
ら
れ
ま
す
。
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
の

住
居
表
示
整
備
で
井
の
頭
１
〜
５
丁
目
と
な
っ
た
地
域
も

か
つ
て
は
牟
礼
に
含
ま
れ
て
い
て
、
弁
天
堂
の
あ
る
井
の

頭
池
か
ら
神
田
川
の
南
側
一
帯
は
「
牟
礼
村
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
江
戸
方
面
か
ら
徒
歩
で
来
る

人
々
に
は
、
高
井
戸
で
人
見
街
道
に
入
っ
て
弁
財
天
を
目

指
す
道
筋
で
も
あ
り
、
分
か
れ
道
で
迷
わ
ぬ
よ
う
に
地
元

の
信
者
た
ち
が
道
標
を
据
え
た
の
も
納
得
で
す
。

　

ち
な
み
に
神
明
神
社
は
、
標
高
60
ｍ
と
市
内
で
は
高
所

に
位
置
し
ま
す
。
天
文
６
（
１
５
３
７
）
年
に
小
田
原
北

条
氏
の
家
臣
北
条
綱
種
が
江
戸
城
の
守
護
の
た
め
に
、
深

大
寺
城
と
相
対
し
て
築
陣
し
た
旧
跡
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

初
詣
も
兼
ね
て
、
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。　

安
田 

知
代

安
田 

知
代
（
や
す
だ 

と
も
よ
）

編
集
者
・
ラ
イ
タ
ー
。
『
井
の
頭
公
園
＊
ま
る
ご
と
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
『
懐
か
し
の

吉
祥
寺 

昭
和
29
・
40
年
』
編
著
。

　

福
井
県
の
武
生
で
、
田
ん
ぼ
と
自
然
に
囲
ま
れ
た
少
年
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
信
州
大
学
の
工
学

部
を
卒
業
し
、
東
京
に
出
て
会
社
員
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
自
宅
近
く
の
井
の
頭
池
で
、
田
舎
の
川
に

い
た
カ
イ
ツ
ブ
リ
を
見
つ
け
、
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
野
鳥
観
察
に
目
覚
め
、
や
が
て
、

夏
休
み
に
国
立
公
園
の
戸
隠（
長
野
県
）で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
自
然
解
説
員
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
身
に
付
い
た
観
察
眼
で
井
の
頭
公
園
の
生
き
物
を
見
直
し
た
ら
、
興
味
深
い
発
見
を
い
く
つ
も

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
カ
イ
ツ
ブ
リ
は
オ
ス
と
メ
ス
が
対
等
に
生
き
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
継
続
観
察
は
身
近
な
公
園
だ
か
ら
こ
そ
可
能
で
、
戸
隠
で
は
困
難
で
す
。

都
会
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
ま
と
ま
っ
た
自
然
が
残
っ
て
い
る
井
の
頭
公
園
は
大
変
貴
重
で
す
。
こ
こ

な
ら
多
く
の
人
に
自
然
の
不
思
議
さ
や
面
白
さ

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
人
間
が
及
ぼ
し
て
い

る
影
響
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て｢

井
の
頭
か
ん
さ
つ
会｣

を
始

め
た
の
で
す
。
今
で
は
仲
間
も
増
え
、
毎
回
満

員
に
な
る
ほ
ど
成
長
し
た
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

川
井
信
良（
か
わ
い
し
ん
す
け
）

70
年
代
80
年
代
に
、
三
鷹
で
ミ
ニ
コ
ミ『
ま
た
ん
ぴ
』や『
み
た
か
き
い
た
か
』

を
発
行
。

　
嘉
永
三（
１
８
５
０
）年
に
建
立
さ
れ
た
石
灯
籠

が
、
三
鷹
市
牟
礼
の
神
明
神
社
の
麓
に
立
っ
て
い

ま
す
。正
面
に
は
「
井
之
頭
辯
財
天
」
の
彫
り
文
字

が
く
っ
き
り
。嘉
永
三
年
と
い
え
ば
、
ペ
リ
ー
が
軍

艦
４
隻
を
率
い
て
浦
賀
に
来
航
し
た
年
の
３
年
前

で
す
。弁
天
堂
か
ら
１
km
半
ほ
ど
離
れ
て
ひ
っ
そ

り
と
佇
む
石
灯
籠
。な
ぜ
、
こ
ん
な
場
所
に
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
（
井
の
頭
か
ん
さ
つ
会
代
表　

た
な
か
と
し
あ
き
）

（
聞
き
手
・
写
真　

川
井
信
良
）

神明神社は、正月や夏祭りに賑わう。（三鷹市牟礼 2-6-12）

第 11 回第 11 回

神明神社の麓に立つ石灯籠。
32

いのけん受験講座いのけん受験講座の1級渡邊安浩

　第５回井の頭公園検定試験は、2016年12月4日（日）に３・２級は三鷹産業プラザで、１級
は武蔵野商工会館で行われました。今回の受験者数は昨年とほぼ同じで合計103名でした。
　３・２級受験者は84名で、３級合格者は45名（54％）、２級合格者は35名（42％）でした。
１級受験者は19名で、合格者は4名（21％）でした。３・２級は、昨年とほぼ同じ合格率でし
たが、1級は昨年の約半分でした。やはり、1級は難しいですね。

　井の頭公園開園100周年を記念した映画
「PARKSパークス」が4月22日（土）よりテアト
ル新宿にて公開されることが決まりました。
　現代の青年たちと50年前の青年たちが音楽を
通して歩む青春を、まるで胎内のように井の頭公
園が包み込んでいる物語。今も昔も変わらぬ青
春と、今も昔も変わらず若人を受け入れている
井の頭公園が印象深い。（川井）

井の頭公園検定試験は、来年の井の頭公園創立100周年をもちまして、これまでの「いのけん」
は一旦終了となります。今年2級に合格された方は、是非来年1級合格を目指して頑張って下さい。

多くのボランティアの活躍が支える「かいぼり」。
報告も楽しみです！

井の頭公園開園100周年記念映画
「PARKSパークス」が
4/22よりテアトル新宿にて公開


